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第 143回火山噴火予知連絡会 気象庁 

 霧島山

新燃岳追加資料 

 

 

 図１ 霧島山（新燃岳） 火山性地震の時別回数（上図）及び最大振幅時系列（下図） 

（新燃岳南西観測点南北動、2019 年２月 24 日 00 時～26 日 16 時） 

25 日 08 時頃から火口直下を震源とする火山性地震が増加し、24 日３回、25 日 48 回、26 日

16 時までに 41 回発生。 

[回] 

[μm/s] 

2/24 2/25 2/26 

2/24 2/25 2/26 
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第 143回火山噴火予知連絡会 気象庁 

 霧島山

図２ 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2003 年１月～2019 年２月 26 日 16 時 00 分） 

⑥の赤線は、地震の回数の積算を示している。

× 検出なし 

× 検出なし 
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第 143 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

桜島

図１ 桜島 一元化震源による広域の震源分布図（2010 年 10 月～2019 年２月 17 日） 

※表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれることがある。

※この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。

追加 桜島 

 

：2018 年 10 月～ 2019 年２月 17 日の震源 

：2010 年 10 月～ 2018 年 10 月 31 日の震源 

：2010 年 10 月～ 2019 年２月 17 日の深部低周波震源

北岳 

南岳 

震央分布図 時空間分布図(南北) 

東西断面図 深さの時系列図 

若尊付近（点線領域）の地震積算回数及び MT 図 積算回数 

姶良カルデラを挟む基線長変化 

若尊 

km
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第 143回火山噴火予知連絡会 東京工業大学理学院火山流体研究センター 

草津白根山 
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第 143回火山噴火予知連絡会 東京工業大学理学院火山流体研究センター 

草津白根山 
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第 143 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

倶多楽 

倶多楽 地殻変動と表面活動、地震活動について 
   

札幌管区気象台では 2005 年以降、倶多楽周辺で毎年繰り返し GNSS 観測を行っている。その中で大

湯沼を挟む基線日和山-笠山（図１）では、基線長の変化率が時期によって異なる（図２-下）。その

変化に対応するように、大正地獄熱湯噴出、活動火口の噴気温度上昇といった表面活動の活発化や地

震回数の増加が確認されている（図２-上）。GNSS 基線長の変化率を基に 2006 年以降の倶多楽の活動

を３つの 期間に分けたところ、以下のような特徴が確認された。 

 

  大正地獄表面活動 日和山表面活動 地震活動 GNSS 基線長 

Ⅰ 2006-2011 熱湯噴出開始 噴気温度上昇 回数増加 伸長 

Ⅱ 2011-2016 熱湯噴出停止 噴気温度高止まり 変化なし 変化なし 

Ⅲ 2016-2018 熱湯噴出再開 噴気温度高止まり 回数増加 短縮 

 

 上記のように GNSS 基線長に変化が現れる時期に、地震活動や表面活動に変化が現れることから、日

和山-笠山の基線長は倶多楽の活動推移を予測する上で重要な指標のひとつになると考える。興味深い

のは、基線長が伸長する時期、短縮する時期どちらの場合でも、表面活動や地震活動の活発化が観測

される点である。このことは地下の応力場の変化が表面活動の活発化に繋がる可能性を示している。 

 

 Ⅲ 

日和山 

笠山 

GNSS 基線長変化 

図１ 倶多楽 周辺の観測地点 
●は火口（噴気）温度観測点、

●は大正地獄、 

●は GNSS 観測点を示す 

 

大正地獄熱湯噴出履歴 
Ⅰ 

200m 

① 

回 

 

図２ 倶多楽 観測データの時系列 

（上）表面活動及び地震回数時系列 

（下）GNSS 基線長変化時系列 
上図における▲は大正地獄で熱湯噴出を観測した日を示す 

上図における灰色期間は、地震回数のデータ欠測を示す 

 

Ⅱ 
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